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抄 録 

全部床義歯補綴は義歯の維持・安定を唇, 頬, 舌等の周囲軟組織に依存してい

るため, 義歯周囲軟組織の形態および開閉口時の変化量を把握することは必要

不可欠である。これまで無歯顎顎堤の形態に関する報告は多数なされているが, 

閉口時および開口時における口腔前庭, 歯槽舌側溝の深さとその変化量に関し

て全顎的に数量的形態分析を行った研究は見あたらない。そこで本研究では, 有

歯顎者を対象に上下顎の口腔前庭部, 下顎歯槽舌側溝を閉口状態および開口状

態で印象採得し, それぞれの印象辺縁形態の違いを分析した。 

被験者は健常有歯顎者 15 名 (男性 6 名, 女性 9 名, 年齢 18～35 歳, 平均年齢

25.0±6.9 歳) である。シリコーン印象材を用いて上下顎の唇頬側前庭部, 下顎

歯槽舌側溝を閉口時, および開口時 (切歯部開口量 20mm) でそれぞれ印象採

得し, 得られた印象体を中切歯部から第二大臼歯部 (以下 I1, I2, C, P1, P2, M1

および M2 とする) の各歯部で分割した。それらの断面をコンピューター上に画

像化し, 歯頸部から最深部までの距離を測定して口腔前庭および歯槽舌側溝の

深さを計測した。さらにそれぞれの部位の平均値, 標準偏差, および閉口時の深

さに対する開口時の深さの減少量の割合 (以下変化率とする) を求めた。有意水
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準を 5％に設定し, 計測値を Paired t -test および一元配置分散分析にて統計学

的に解析を行った結果, 以下の結論を得た。 

1) 上顎唇頬側部の閉口時の口腔前庭の深さは, I1～C 部 (8.8～9.5mm) で高

い値を示し, P1～M2 部 (6.4～7.3mm) では低い傾向を認めた。閉口時に対す

る開口時の深さは, P1～M2 部が開口時に有意に減少し, その変化率は P2 部 

(24.2%) で最も高く, 次いで M1 部, P1 部, M2 部の順で高い値が認められた。

2) 下顎唇頬側部の閉口時の口腔前庭の深さは, P1～M1 部 (9.0～9.6mm) で大

きい傾向を認めた。閉口時に対する開口時の深さは, すべての部位において開口

時に有意に減少した。その変化率は P1～M1 部 (27.1～28.3%) で高い傾向が認

められた。3) 下顎舌側の歯槽舌側溝の深さは, 11.2～13.2mm であり, 部位間に

よる大きな差異はみられなかった。閉口時に対する開口時の深さは, I2～M2 部

が開口時に有意に減少することが認められた。その変化率は, I1 部 (8.9%) で最

も低く, 後方歯に向かうにつれ変化率が高くなる傾向が認められ, M2 部では

25.6%であった。4) 閉口時に対する開口時の変化率は, 上顎唇頬側部と比較し

て下顎唇頬側部および歯槽舌側溝部の方が高い傾向が認められ, 印象辺縁の周

囲組織の機能運動は上顎に比べて下顎の方が顕著であることが示された。 
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以上より, 閉口時に対する開口時の印象辺縁の位置変化量が明らかとなり, 

本研究の結果は, 新義歯製作の際の義歯辺縁形態の決定や, 義歯床過長による

義歯の動揺や浮き上がりの防止等に有用であると考えられる。さらに閉口状態

で採得する咬座印象は, 義歯床過長の原因になる可能性が示唆された。 
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Ⅰ．緒 言 

 

 超高齢化が進むわが国において, 無歯顎者に対する補綴治療としては, 依然

として全部床義歯が第一選択となる。平成 23 年度歯科疾患実態調査 1 ) による

と, 全部床義歯装着者の割合は 75～79 歳では 28.8%, 80～84 歳では 42.7%, 85

歳以上では 52.8%であり高齢者では高い割合で全部床義歯が使用されている。

また, 金谷ら 2 ) の報告によれば, 高齢者が使用する有床義歯の総数は今後 20 年

間で 1.5 倍に, さらに要支援高齢者が必要とする有床義歯の総数は今後 25 年間

で1.8倍にそれぞれ増加すると推測し, 有床義歯治療のニーズがさらに高まるこ

とを示唆している。 

 全部床義歯の目的は, 咀嚼機能, 発音機能ならびに審美性を回復することと, 

残存組織を保護することである。機能を回復し残存組織を保護するためには, 義

歯が動揺・脱離することなく, 床座組織にしっかりと維持され安定を保っている

ことが必要である。全部床義歯補綴においては義歯の維持・安定を唇, 頬, 舌等

の周囲軟組織に依存しているため, これら軟組織と義歯との機能的調和がきわ

めて重要である。したがって義歯の維持・安定を高めるためには, これらの軟組
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織の活動や性質を理解し, 適切な位置に義歯床辺縁を設定することが必要であ

る。その観点からこれまで, 無歯顎顎堤の形態に関する研究 3-9 ), 義歯辺縁形態

に関する研究 10-13 ) や義歯周囲組織の機能時における挙動に関する研究 14-16 )等, 

多くの報告がなされている。このように義歯周囲組織や義歯床辺縁形態につい

て計測し, 検討を加えることは無歯顎補綴においてきわめて重要であると考え

られる。 

無歯顎者の全部床義歯作製の際の印象採得については, 現在まで多種多様な

印象法が提案されているが 10, 17-23 ), その中でも個人トレーとコンパウンドを使

用した手法が広く取り入れられている 24-30 )。これは, アクリリックレジン等で

個人トレーを製作し, コンパウンドを用いて辺縁形成を行った後, 流動性の高

い精密印象材を用いて最終印象を行う印象方法であり, 開口状態で行う開口印

象法である。それに対して印象採得を閉口状態で行う閉口印象法も, 近年臨床の

現場で取り入れられるようになってきた 10, 19, 23 )。閉口印象法は, 印象材が行き

渡りやすく, 口腔底の高さ, 頬粘膜の折り返し, レトロモラーパッドの形態を無

理なく採得できる等の利点がある 31 )。しかし, 義歯周囲軟組織の形態は開口時

と閉口時とでは大きく変化するため 15,32 ), 印象辺縁形態も両者の間では異なる
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ことが推測されることから, その差異を検討することは義歯床辺縁形態の決定

や義歯装着後の床脱離の原因の解明に有用であると考えられる。Ghani ら 14 ) は

有歯顎者の閉口時および開口時の下顎臼歯頬側前庭部の印象採得を行い口腔前

庭部の深さを計測し, 開口時では閉口時に比較して下顎臼歯部の口腔前庭の深

さが 11.5～18.6％減少することを報告した。しかし, 閉口時および開口時におけ

る口腔前庭, 歯槽舌側溝の深さとその変化量に関して全顎的に数量的形態分析

を行った研究は見あたらない。 

本研究では, 有歯顎者を対象にシリコーン印象材を用いて上下顎の口腔前庭

部および下顎歯槽舌側溝の深さを閉口時・開口時でそれぞれ計測し, それらの計

測値を統計学的に分析した。 
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Ⅱ．研究方法 

 

被験者の上顎の唇頬側前庭部と下顎の唇頬側前庭部および歯槽舌側溝にシリ

コーン印象材を満たして, 閉口時と開口時の移行部の形態をそれぞれ印象採得

した。得られた試料より歯頸部から印象辺縁部までの距離を計測し, 閉口時と開

口時の印象辺縁形態の違いを分析した。 

1 . 被験者 

  被験者は, 上下顎中切歯から第二大臼歯までに欠損歯を認めず, 顎口腔系

に自覚的, 他覚的に異常を認めない個性正常咬合を有する健常有歯顎者 15 名 

(男性 6 名, 女性 9 名, 年齢 18～35 歳, 平均年齢 25.0±6.9 歳) である。下顎

両側に第三大臼歯が萌出している者, 病的な歯の動揺および咬耗を認める者, 

大きな歯冠修復物が装着されている者, 著しい歯列不正がみられる者, 嘔吐

反射の強い者, シリコーンに対して過敏症の既往歴がある者は被験者から除

外した。 

なお, 本研究は東北大学大学院歯学研究科研究倫理専門委員会の承認 

(25-22) を得て行われ, 被験者には実験を行う前に, 本実験の意義, 目的, 実
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験方法について口頭および書面にて十分に説明し, 文書による研究参加への

同意を得られた者のみを対象とした。 

2 . 印象採得 

  印象採得には, 親水性ビニルシリコーン印象材 (エグザハイフレックスレ

ギュラータイプ, ジーシー, 東京, 日本) を使用し, 閉口時および開口時 (切

歯部開口量 20mm ) の 2 条件でそれぞれ 5 回ずつ実施した。印象採得の流れ

を図 1 に示す。 

被験者の口腔内を 3-Way シリンジで十分に乾燥させ, 上顎の唇頬側前庭部

に印象材を注入した。筋の緊張が無いように軽く咬合させ, 口唇の突出運動と

後退運動を軽く 3 回ずつ行わせ, その後硬化するまで安静を保持させた。印象

材が完全に硬化したのを確認した後, 口腔内から印象体を撤去した。下顎の唇

頬側前庭部も同様の方法で印象採得を行った (図 2-a, b, c) 。 

下顎舌側歯槽部の印象採得は, 当該部に印象材を注入し咬合させた後, 舌を

緊張が無いように軽く挙上させ, 舌尖を切歯乳頭部に保持させて印象材が完

全硬化するまで安静を保たせた。ここで得た印象体を閉口時の試料とした。 
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開口時の印象採得は, 閉口時と同様に口腔内に印象材を注入し, 開口状態を

保持させるため高弾性ビニルシリコーン印象材 (インプリンシス パテ, トク

ヤマデンタル, 東京, 日本) で作製した上下顎切歯部の開口量20mmのバイト

ブロック (図 2-d) を前歯部に装着し, その後, 閉口時印象採得と同様に口唇

や舌の運動をさせ, 印象材が完全硬化するまで開口状態を保持させた。ここで

得た印象体を 20mm 開口時の試料とした。 

なお, 実験に用いた印象材は冷蔵庫に保管し, 使用時の印象材の温度条件が

同一になるようにして実験を行った。 

3 . 石膏模型の作製と基準線の描記 

1 ) 石膏模型の製作 

被験者の上下顎の歯列形態を全顎用既製金属トレー (ニューIN 式有歯全顎

用トレー, DENTSPLY, 東京, 日本) およびアルジネート印象材 (アローマフ

ァイン・ミキサータイプ, ジーシー, 東京,日本) を用いて印象採得を行った。

口腔内から印象撤去後, 直ちに歯科用硬石膏（ニュープラストーンⅡ LE, ジ

ーシー, 東京, 日本）を注入した。石膏硬化後, 歯列模型を印象体から撤去し, 

模型の基底面と咬合平面がほぼ平行になるようにトリミングした。 
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2 ) 基準線の設定と描記 

石膏模型には, 後述の印象体の分割時の指標になる基準線を描記した。基準

線の設定は歯冠幅径の中点を通り, なおかつ咬合平面に対して垂直な線とし, 

これを模型基底部まで延長した (図 3-a, b) 。 

4 . 計測方法 

得られた印象体の計測操作の妨げになる部分, すなわち印象材が咬合面上

に流れ出た部分や歯間部に入り込んだ部分等を, 鋏を用いてトリミングした。

続いて印象体を石膏模型に適合させ (図 3-c , d) , 前述の基準線に合わせて注

意深くカッターナイフで分割した。 

以上の方法により, 上顎頬側, 下顎頬側, 下顎舌側の閉口時と開口時の中切

歯から第二大臼歯部 (以下 I1, I2, C, P1, P2, M1 および M2 とする) の試料を

得た。 

次に得られた試料をフラッドベッドスキャナー ( Colorio GT-X820, 

EPSON, 日本 ) でコンピューターに取り込み画像化した ( 図 4-a ) 。画像処

理ソフトウェア ( Adobe Photoshop CS6, Adobe systems, USA ) を用いてそ
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れぞれの試料の歯頸部から最深部までの距離を測定し口腔前庭および歯槽舌

側溝の深さを分析した (図 4-b) 。さらにそれぞれの部位の平均値, 標準偏差

および閉口時の深さに対する開口時の深さの減少量の割合 (以下変化率とす

る) を求めた。 

5. 統計処理 

それぞれの部位の閉口時と開口時の深さの比較を Paired t -test で解析し,

上顎唇頬側, 下顎唇頬側および下顎歯槽舌側溝, 3 群の変化率の比較は一元配

置分散分析で解析した。有意水準は 5％に設定した。 
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Ⅲ．結 果 

 

1. 上顎唇頬側 

 上顎唇頬側の各部位の平均値, 標準偏差, および変化率の結果を表 1 に示す。

また各部位の前庭の深さのグラフを図 5 に, 閉口時に対する開口時の変化率の

グラフを図 6 に示す。閉口時の口腔前庭の深さは, 前歯部で高い値を示し, 特に

I2 部 (9.5mm) が最も大きかった。C 部～M2 部では閉口時に比べ開口時に前庭

の深さが減少する傾向がみられた。しかし I1 と I2 部では開口時の方が前庭の深

さが増加する傾向がみられた。同部位は被験者によっては逆転する結果が得ら

れる場合もあった。I2 部および C 部では有意差は認められなかったが, P1～M2

部では有意差が認められ, 開口時では閉口時より前庭の深さが減少することが

示された。 

 閉口時に対する開口時の変化率は図 6 に示すように P2 部 (24.2%) で最も減

少し, 次いで M1 部, P1 部, M2 部の順で高い値が認められた。 
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2. 下顎唇頬側 

  下顎唇頬側の計測結果を表 2, 図 7 および図 8 に示す。閉口時の口腔前庭の深

さは, 図 7 に示すよう P2 部 (9.6mm) で最も大きかった。閉口時と開口時の比

較では I1～M2 部で両者の間に有意差が認められ, 下顎唇頬側の口腔前庭の深

さは全ての部位において開口時に有意に減少することが示された。変化率は図 8

に示すように P1 部～M1 部 (27.1～28.3%) で大きく減少する傾向が認められ

た。 

 

3. 下顎歯槽舌側溝 

下顎歯槽舌側溝の計測結果を表 3, 図 9 および図 10 に示す。閉口時の歯槽舌

側溝の深さは図 9 に示すように 11.2～13.2mm であり, 部位による大きな変化

はみられなかった。開口時との比較では, 全ての部位において減少傾向がみられ, 

I2～M2 部で有意差が認められた。変化率は図 10 に示すよう, 後方歯に向かう

につれ減少する傾向が認められ, M2 部では 25.6%であった。 
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4. 変化率の比較 

 各部位における上顎唇頬側, 下顎唇頬側および下顎歯槽舌側溝間の変化率の

比較を図 11 に示す。グラフに示すように I1 部では上顎唇頬側, 下顎唇頬側間お

よび上顎唇頬側, 下顎歯槽舌側溝間で有意差が認められた。I2 部では上顎唇頬

側, 下顎唇頬側間および上顎唇頬側, 下顎歯槽舌側溝間で有意差が認められた。

C部では上顎唇頬側, 下顎唇頬側間および下顎唇頬側, 下顎歯槽舌側溝間で有意

差が認められた。P1 部では上顎唇頬側, 下顎唇頬側間で有意差が認められた。

M1 部では上顎唇頬側, 下顎唇頬側間で有意差が認められた。 
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Ⅳ．考 察 

本研究は有床義歯患者, とりわけ全部床義歯患者の印象採得時の開閉口状態

が印象辺縁形態に及ぼす影響や, 完成義歯の辺縁の形態や長さの設定等を解明

するため, ランドマークが得られやすい有歯顎者 15 名を対象に, 開口時および

閉口時の口腔前庭と歯槽舌側溝の深さを計測・分析した。本研究では, シリコー

ン印象材のみを当該部に注入し, 印象採得する方法を採用した。この手法は, 日

常臨床で行われている辺縁形成を施した個人トレーを用いて印象採得をする方

法とは多少の差異があるものの, 本研究の結果に影響を与えるような相違はな

いと考えられる。 

全部床義歯の印象採得は, 個人トレーを用いて辺縁形成用コンパウンド印象

材で辺縁形成を行ったあと, ラバー系印象材や酸化亜鉛ユージノール印象材で

印象採得を行う方法が, 現在多くの大学教育や臨床の現場で行われている 24-30 )。

また辺縁形成に関しては, 従来法に改良を加えたものや 17, 18 ), コンパウンドの

代わりにシリコーン印象材を用いて辺縁形成する方法 10, 19-21 ) などが報告され

ている。さらに義歯床や咬合床を用いて印象採得するダイナミック印象法 22 ) や

閉口印象法 10, 19, 23, 31 ) 等も報告され臨床ではしばしば用いられている。 
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無歯顎者の顎堤形態に関する研究としては, 石膏模型を作製しその形態を計

測したもの 3-6 ), パノラマ X 線写真を用いたもの 7,8 ) や, セファロ分析を行った

もの 9 ) などがある。皆木ら 11 ) は下顎無歯顎堤に対して, 口唇, 頬および舌運動

を侵害しないように辺縁を削合調整した基礎床を作製し, 床縁長を計測して前

歯部, 頬小帯部, 臼歯部の頬・舌側床縁長の実測値を求め, その特徴を報告した。

今川ら 12 ) は義歯の床縁を削合・改変した計測用義歯を作製して, 義歯床の辺縁

形態が下顔面部の軟組織形態や顔貌に影響を与えることを報告した。このよう

に義歯周囲組織や義歯床辺縁形態について計測し検討することは, 無歯顎補綴

臨床においてきわめて重要である。 

水口 15 ) は口腔機能時における口腔底の挙動や口腔周囲組織の三次元挙動解

析等について報告した。Ghani ら 14 ) は有歯顎者の閉口時および開口時の下顎臼

歯頬側前庭部の印象採得を行い口腔前庭部の深さを計測して, 開口時では閉口

時に比較して下顎臼歯部の口腔前庭の深さが 11.5～18.6％減少することを報告

した。しかし口腔前庭部および歯槽舌側溝の深さを全顎的に計測し, 開口時と閉

口時との比較検討を行った研究はみられない。したがって, 本研究では有歯顎者

を対象にシリコーン印象材を用いて上下顎の口腔前庭部および下顎歯槽舌側溝
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の深さを閉口時・開口時でそれぞれ計測し, それらの計測値を統計学的に分析し

た。以下, 計測結果について考察する。 

1 . 上顎唇頬側の計測結果について 

 閉口時の口腔前庭の深さは I1～C 部が 8.8～9.5mm で, それに対して P1～

M2 部は 6.4～7.3mm であり, 前歯部の方が深い傾向があった。上顎の印象辺縁

の外形の決定に関与する主な筋としては, 唇側前庭では口輪筋が, 頬側前庭で

は頬筋が挙げられる 32, 33 )。口輪筋は口唇周囲を水平方向に走行するので, 口輪

筋の動きが唇側前庭部の義歯床辺縁の形態に与える影響は比較的少ない。本研

究において, 前歯部 (I1 ～C 部) の変化率は-3.7～3.2%であり, 閉口時と開口時

との変化はほとんどみられなかったのはこれを実証する結果となった。また, I1

部と I2 部に関しては閉口時と比較して開口時の方で大きい値が得られた。これ

は上唇小帯が印象採得, 計測に影響を与えたものと考えられる。被験者によって

は開口時の方が小さい値を示した場合もあったが, 被験者 15 人の平均では同部

位は 2.2～3.7%開口時に増加する結果となった。上條 32 ) によれば上唇小帯は

56.1%が扇状を呈しており, 上方では広がっているが下方に行くと幅が狭くな
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り, 最終的には顎堤の唇側に付着している。この上唇小帯の影響により特に I1

部では印象体辺縁の形態にばらつきあったため, I1 部と I2 部では逆転した結果

になったと推察される。 

 無歯顎者の頬側前庭は頬小帯からハミュラーノッチまで広がっており, この

部分は主に頬筋の影響を受ける。頬筋の起始部は幅広く, 上, 下顎骨の歯槽部と

蝶形骨翼状突起の棘から下顎骨の頬筋稜の間に緊張する翼突下顎縫線より起こ

り, 口唇に向かって前走し, 口輪筋の構成にあずかる。したがって頬筋の走行は

口輪筋同様に前後方向であるため, この筋の動きが印象辺縁に直接与える影響

は比較的少ないと言われている 32 )。しかし, 頬側前庭には一条または二条の粘

膜のヒダである頬小帯が存在するため, 義歯床辺縁の長さに影響を与える。頬小

帯は幅が広く扇上のものもみられ, 口角挙筋は小帯の下部に付着しているため, 

小帯の位置に影響を与える。口輪筋は, 頬小帯を前方に引き, 頬筋は後方に引く。

このように頬小帯は口腔周囲筋の運動により, 上唇小帯よりも幅広く動く 33 )。

本研究において, 臼歯部の閉口時に対する開口時の深さは, P1～M2 部全てにお

いて有意に減少した。とりわけ P2 部の変化率は 24.2%であり, 上顎唇頬側では

頬小帯付着部に相当する P2 部が開口時に最も減少することが確認された。した
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がって臨床においては, この部位の機能時の筋形成を十分に行わなければ, 義

歯床過長や義歯床脱離の原因になることが示唆された。 

2 . 下顎唇頬側の計測結果について 

閉口時の口腔前庭の深さは P1～M1 部 (9.0～9.6mm) が大きいことが明らか

になった。下顎の唇頬側においてはオトガイ筋, 口輪筋, 頬筋および咬筋が印象

辺縁の外形の決定に対して影響を及ぼす。 

本研究において, 閉口時で得られた I1 部および I2 部の値は共に 6.7mm であ

り, 他部位と比較して前庭の深さは浅く, なおかつ開口時との比較では有意に

減少する結果を示した。下顎前歯部の義歯床辺縁の決定にはオトガイ筋が関与

する。オトガイ筋は起始部が高く, 下顎骨体のほぼ中央で, 前歯部の歯槽隆起に

付着し, さらにオトガイ筋の起始部に接し, 口輪筋の筋束の一部が付着してい

る。その上, オトガイ筋が収縮してオトガイ部の皮膚を上方に挙げるように作用

すれば口腔前庭を高くすることになる。したがって下顎前歯部唇側義歯床縁は

上方へ凸湾した湾曲を作らなくてはいけないとされている 32 )。本研究の結果も

上記と整合性があるものとなった。 
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 頬側前庭部の広さは頬筋の影響を受ける。頬筋は前方のモダイオラスから後

方の翼突下顎縫線まで広がり, 頬筋下部は下顎骨の頬棚と外斜線に付着してい

る 33 )。この部分の義歯床の床縁は, 頬筋付着部にそって外方へ凸湾を画き, 特

に第一大臼歯部では, 頬筋が付着していないため最も外方にのばせるとされて

いる 32 )。本研究結果においても閉口時の頬側前庭の深さは P2 部, M1 部で最も

深い値 (9.1～9.6mm) を得た。さらに開口時の変化率も同部位で大きい減少 

(28.0～28.3%) が認められた。したがって, 下顎頬側部に関しては義歯床床縁を

ある程度延ばすことが可能であるが, 一方で過度の伸長は義歯の浮き上がりの

原因になることが示唆された。 

3 . 下顎歯槽舌側溝の計測結果のついて 

 閉口時の歯槽舌側溝の深さは, 11.2～13.2mm であり, P1 部で最大の結果 

(13.2mm) を得たが, 歯種間での特徴的な差異はみられなかった。下顎舌側にお

いては, オトガイ舌骨筋と顎舌骨筋が義歯床辺縁の形態に影響を及ぼす。 

オトガイ舌骨筋は下顎体内面の正中下部にあるオトガイ棘より起こり, 舌骨

体前面に停止する。顎舌骨筋は顎舌骨筋線より起こり, 後 1/3 の部分は舌骨大角
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に停止し, 前2/3の部分はオトガイ棘と舌骨体中央を結ぶ顎舌骨筋縫線に付着す

る。どちらの筋も口腔底を浅くする作用がある。また顎舌骨線の走行は, 最後臼

歯の歯槽部付近より起こり, 後上方から前下方に斜めに走っている。そのため前

歯部, 小臼歯部では大臼歯部に比べ顎舌骨筋線は歯槽縁より下方を通過し, 前

歯部では下顎底に近い位置にある 32,33 )。本研究の計測結果は, 閉口時と開口時

との比較では, I1 部では有意差が認められなかったが, I2～M2 部では有意に減

少した。さらに変化率は図 10 に示すように, I1～C 部では 8.9～9.4%程度の減

少だったが, 以降後方に向かうにつれ変化率は増加し, M2 部では 25.6%となっ

た。これらの結果は上記の解剖学的要因が反映されたものと考えられる。した

がって, 臨床においてもこの結果を考慮して義歯床の辺縁の設定することが, 

床の浮き上がりや義歯性潰瘍等の発生の抑制につながると考えられる。 

 下顎舌側部の計測においては, 印象採得が不可能な被験者が3名いたため, 被

験者数を 12 名として統計処理を行った。また, 同部位は他の部位と比較して標

準偏差が高値を示した。このように下顎舌側部の印象採得が困難である原因と

しては, 本実験系では前述のように, 個人トレー等を使用せずに印象材を当該

部に直接注入する方法を採用しているため, 印象採得の際に, 被験者の舌の動
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きが印象材を押し退けるように働いてしまうこと, 下顎舌側は歯槽舌側溝底部

が見えづらいことなどが挙げられる。したがって, 臨床における印象採得におい

ても, 下顎舌側部は他の部位と比較して印象辺縁形態にばらつきがみられる可

能性が高く, 印象採得の際は 適切な辺縁形成を行う必要があることが示された。 

 西川 16 ) は無歯顎者に対してアルジネート印象材ならびにモデリングコンパ

ウンドを用いて印象採得を行い, その印象面積等を計測した結果, 印象辺縁の

周囲組織の機能運動は上顎に比べて下顎の方が顕著であることを報告した。本

研究における開口時の変化率は, 上顎唇頬側と比較して下顎唇頬側および歯槽

舌側溝は高い値を示し, 上記を裏付ける結果となった。 

4. 全般的観点からの考察 

 本研究ではランドマークが得られやすい有歯顎者を対象に実験を行ったが, 

無歯顎者においても同様の結果が得られると推察される。しかし, 顎堤の吸収程

度や口腔粘膜の形態等が影響すると考えられるため, 今後, 無歯顎者に対して

計測・検討を行うことは臨床的観点から, 重要な意味を持っている。  

本研究の結果は, 義歯周囲組織の運動を侵害しない範囲の義歯床外形の参考
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となり, 新義歯製作の際の義歯辺縁形態の決定や, 不適合義歯の調整部位の把

握, 義歯床過長による義歯の動揺や浮き上がりの防止などにも役立つことが期

待される。さらに閉口状態で採得する咬座印象は, 義歯床過長の原因になる可能

性が示唆された。本研究では印象辺縁の深さの変動に関して分析検討を行った

が, 印象辺縁の厚みの変動に関しても今後検討していく必要がある。また, 印象

辺縁形態と義歯周囲筋の機能との関係をCTや筋電図等を用いて, 詳細な検討を

行うことも重要であると考えられる。 
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Ⅴ．結 論 

有歯顎者を対象にシリコーン印象材を用いて上下顎の口腔前庭部および下顎

歯槽舌側溝の印象採得を閉口時・開口時でそれぞれ行い, 各部位における深さを

計測し検討するとともに, 閉口時に対する開口時の深さの変化率, すなわち印

象辺縁の位置の変動について検討を加えた結果, 以下の結論を得た。 

1 . 上顎唇頬側部の口腔前庭の深さは, P1～M2 部が開口時に有意に減少し, そ

の変化率は P2 部 (24.2%) で最も高く, 次いで M1 部, P1 部, M2 部の順で高

い値が認められた。 

2 . 下顎唇頬側部の口腔前庭の深さは, I1～M2 部, すべての部位において開口

時に有意に減少した。変化率は P1～M1 部 (27.1～28.3%) で高い傾向が認め

られた。 

3 . 下顎舌側の歯槽舌側溝の深さは, I2～M2 部が開口時に有意に減少すること

が認められた。変化率は, I1 部 (8.9%) で最も低く, 後方歯に向かうにつれ変

化率が高くなる傾向が認められ, M2 部では 25.6%であった。 
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4 . 上顎唇頬側部と比較して下顎唇頬側部および歯槽舌側溝部の方が変化率が

高く, 印象辺縁の周囲組織の機能運動は上顎に比べて下顎の方が顕著である

ことが示された。 
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